
黄

壁
盆
陣
師

の
湘脚
法

(
丘

)

(
二

六

)

黄

漿

暉

師

の

暉

法

(上
)

日

種

譲

山

一
、
師

と

甚

時

代

六
租

大
師

の
灘

は

唐
朝

に
入

つ
て
高
信

の
輩

出

と

と

も

に

其

宗

格
愈

鮮

明

と
な

り

、
宗

風

も
亦

著

し

く
勃

興

し

て
、
絢

欄

た

る
唐

朝

文
化

と

共

に

一
偉

槻

を

呈

す

る

に
至

つ
た

の

で
あ

る
。

從

つ
.て
其

宗

風

の
及

獄
と

こ
ろ

も
菅

に

佛

敏

界

の
み

に
止

ま

ら
す

し

て
絡

に
儒

生

の
間

に
及

び

、

屡

學

の
徒

陸
績

輩

出

し

、

或

も

の
は

心
印

を

提
げ

て
以

て

廟

堂

に
立
ち

、
或

も

の
は
麗

味

を
咬

噛

し

て
以

て
特

種

な

學

風

を
樹

立

し

、

或

る
も

の
は
詞

藻

上

に
灘

機

を

登

揚

し

て
以

て
文

化

の
向

上

に
資

し

た

の

で
あ

る
。

藥

山

下

の
李
翔

、
黄

奨

下

の
斐

休

の
如

き

は
則

ち
其

一
人

で
あ

る
。

●

黄

桀

灘
師

出

生

の
時
代

は
實

に
灘

風

の
競

ひ
起

り

し

時

代

で
あ

つ
て
、

馬
祀

大
師

は

江

西

に
在

り

て
盛

に
宗

風

を

墨

揚

し
、

石
頭

希

遷

は
湖
南

に
在

り

て
學

徒

の
陶

冶

に
奮

進

し
、

南

北

互

に
陣

を

張

り

て
灘

風

の
振

興

と
佛

種

子

の

育

成

と

に
努

め

た

の
で
あ

る
。
朝

廷

に
は
夙

に
慧

忠

國

師

の
あ

る
あ

り

て
、
粛

宗

代

宗

の
蹄

仰

を

一
身

に
集

め
、
共

徳

風

は

途

に
宮

庭

を

塵

し

て
幾

多

の
話
頭

を
留

め

、

牛

頭
顧

の
名

匠
智
成

が

寂

を

示

し

て
よ

り

七

年

後

、
帥

ち

代

宗

大

暦

十
年

(西
暦
七
七
九
)
に
蓬

化

し

た

の
で
あ

る
。

其

後

馬
祀

道

一
は
徳

宗

の
貞

元

四
年
(西
暦
七
八
八
)
に
、

石

頭

希

遽

は
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同

六

年

に
、

種

山

道

欽

は

同

八
年

に
示
寂

し

た

の

で
あ

る
が

、
曹

漢

の
波
浪

は

盆

高

潮

し

、

浴

天

の
勢

を

以

て
敏

涙

佛

敏
を
凌

駕

し

、

乃
ち

南

泉

普

願

、

天
皇

道

悟

、
藥

山

惟
嚴

、

丹
霞

天
然

、
龍

潭

崇

信
、
璽

官

齊

安

、

鳥
棄

道

林

等

何

れ
も

一
方

の
名

將

と

し

て
法

旗
を
翻
…し

、

各
競

ふ
て
灘

風

の
宣

揚

に
身

命

を
捧

げ

、

以

て
佛

祀

の
深

恩

に
酬
答

せ

ん
ど

し

た

の

で
あ

る
。

殊

に
當

時
異

形
見

を

以

て
目

さ
れ

た
圭
峰

宗

密

は

、

敏
灘

の
調

和
を

提

げ

て
爾

者

の
問

を

奔

走

し

、
幾

多

の
名

著

を

世

に
公

に
し

た

の

で
あ

る
。
武

宗

の
會

昌

法
難

の
後

、
宣

宗

位

に
帥

く

に
及

ん

で
、
南

嶽

系

に
は

百

丈
懐

海

、
黄

奨

希

蓮

、

臨
濟

義

玄

、

興

化

存

奨

、
徳

山
宣

鑑

、

雪

峰

義
存

、
趙

州

從
念

、
雲

門

交
優

等
出

で

青

原
系

に
は
藥

山

惟
嚴

、
雲

巖

曇

成

、

洞

山
良
紛

、
雲

居

遁
贋

、
曹

山

本

寂

、
鴻

山
璽
砧

、

仰

山

慧
寂

等

現

れ

て
、

臨
濟

宗

、

曹

洞
宗

、
雲

門

宗

、

漏

仰

宗

の
墓

礎

を

築

き

、
其

他

當

代

の
師

家

と

し

て
は
、

石
宗

善

道

、

大
悲
簑

中

、

爽

山

善

會

、

長
慶

大

安

、

岩

頭

全
黙

、

石
霜
慶

法
、

玄

沙
師

備

、
投

子

大

同

、
玄

沙

宗

一
、
布

袋

和
省

、
陳

睦

州

、

繋
雲

灘

師

、

全
植
灘

師

等

の
諸

家
出

で

、
、
晩

唐

に
於

け

る
宗

上

の
向

上
と

下
化

と

に
努

力

し

、
師

學

問
答

往

來

の

問

に
幾

多

の
話

頭

を
打

出

し

て
、
灘

宗

猫
特

の
問

題

を

拮

出

し

た

の

で
あ

る
。

而

し

て
黄

奨
灘

師

の
思

想

を

代

表

す

る
『
傳

心
法

要
」
、
『
漏

山
警

策
』
、
『
寳
鏡

三
昧
」
等

は
相

前

後

し

て
此

時
代

に
世

に
出

で
た

る
も

の

で
あ

る
。

二
、
師

の
出

生

と

鵬

家

断

際

灘

師

黄

奨

希

運

の
時

代

は
、
前

述

の
如

く
灘

風

相

競

ふ

の
時
代

で
あ

つ
て
、
彼

れ

の
嗣

法

の
資

も
亦

臨
濟

暉

師

以

下

十

二
人

に
及

ん

で

ゐ

る
。

而

し

て
師

の
出

生
年

代

は
諸
傳

何

れ
も

不
明

で
あ

る
が

、

其

生

地

は

、
宋

高

僑
傳

黄

壁
ハ縄
…師

の
㎜陣
法

(
上

)

(
二

七

)
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黄

藁

騨
師

の
暉

法

(
上

)

(
二

八
)

(
ご
+
)
及

び

景

徳

傳

燈
録

(
九
)
に
は

閲

人
と

あ

り

、

古

奪

宿

語

録

(
二
)
及

び

佛

祓

歴

代

通

載

(
二
士

二
)
に
は

幅

川

叉

は

頑

唐

の
人

と

あ

る
。

古

曾

宿

語

録

、

佛

租

歴

代

通

載

は

宗

末

元
初

の
編

著

で
あ

つ
て
、

宋

高

僧

傳

、

景

徳

傳

燈

録

の
編

著

に
後

る

、
こ
と

約

二
百

年

な

れ

ば

、
其

輻

州

と

せ
し

は

誤

り

で
あ

ら

う

。

傳

心

法

要

の
序

文

に
斐

休

が

閲

州

と

明

記

せ
し

黙

よ

り
見

れ

ば

、
閲

州

の
出

生

た

る

こ
と

は
何

等

疑

ふ
飴

地

は
な

い

の

で
あ

る
。

然

る

に
碧
巖

集

不

二
(
二
)

を

見

る
と

、
「
余

考

唱}年

代

一則

貞

元

戊

辰

馬
祓

入
滅

其

時

黄

彙

年

二
十

一
歳

也
」

と

記

し

て

ゐ

る
。

こ

れ

何

に
嫉

つ
て

記

せ
し

か

は

不
明

な

る
も

、

馬

祀

入

滅

の
年

よ

り
逆

観

す

る
と

き

は

、

師

の
出

生

は
則

ち

代

宗

の
大

暦

二
年

(
西
暦
七

六
七
し

で
あ

り

、

而

し

て
其

示
寂

は

宣

宗

の
大

中

三

年

(
西
暦
八
四
九
)
で
あ

る

か

ら

、

世

壽

正

に
八

十

二
歳

に
し

て
遽

化

し

た

る

こ
と

に
な

る

の

で
あ

る
。

衣

に
師

の
出

家

の
年

代

を

諸

傳

に
就

て
見

る

に
、

宋

高

偲

博

に
は

、
「
年

及

レ就

レ傅

郷

校

推

昌其

慧

利

一、

乃

割

愛

、

投

」
尚
安

黄

彙

山
寺

一出

家

」
と
あ

り

、

景

徳

傳

燈

録

に

は

、
「
幼

於

呂本

州

黄

葉

山

一出

家

」

と

あ

り

、

古

奪

宿

語

録

、

佛

租

歴

代

通

載

に

は

何

等

記

し

て

ゐ

な

い
。

所

が

高

信

傳

に
「
就

傅

」
と

云

へ
る
鮎

よ

り

見

れ

ば

、

十
歳

に

し

て
出

家

す

と

見

る

べ
き

で

あ

ら

う

。

其

何

れ

と

し

て
も

幼

年

の
出

家

た

る

こ

と

は

、

高

僧

傳

の

「
迄
昌成

長

一也
身

量

減

鴇王
商

一裁

一
尺

所

、

額

問

隆

起

號

爲

肉̀

珠

」

あ

る
黙

よ

り

見

て
明

で
あ

る
。

黄

藁

暉

師

の

一
生

を

通

じ

て
最

も

親

密

に
し

て

且

つ
重

要

な

關

係

に
あ

る
も

の
は
則

ち

百

丈
灘

師

と

臨
濟

灘

師

で

あ

る
。

百

丈

は

帥

ち

嗣

法

の
師

に
し

て
臨

濟

は
傳

法

の
資

で
あ

る
。

然

る

に
宋

高

僑

傳

は

最

も

輩

簡

に
百

丈

と

の
關

係

を

叙

し

て
他

は

全

く

記

し

て

ゐ
な

い
。

而

も

師

を

習

灘

篇

に
記

入

せ
ホ

し

て
之

を

威

通

篇

に
記

入

し

て
ゐ

る
鮎

よ
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り

見

れ

ば

、

編

者

の
黄

桀

観

も

想

像

に
難

く

な

い

か
ら

、
菅

に
簡

軍

の

み
な

ら

す

臨

濟

と

の
關

係

を

全

く
省

略

し

忙

る

こ

と

も

、

何

等

怪

む

に
足

ら

な

い

の

で
あ

る
。

傳

に

は
即

ち

「
及
レ薄

遊

京

閾

一、

分

衛

及
昌
一
家

門

、

屏

樹

之

後

聞

」

姥

日
矢

無

厭

乎

一。
蓮

日
、

圭

不
レ恩

〆賓

、

何

無

レ厭

之

有

。

姥

召

入
施

レ食

詑

。

姥

日

、

五

障

之

身

、

添

嘗

禮

昌恵

忠

國

師

一來

。

渤

レ師

可

寒往

尋

首

丈
職

師

一。
所

レ惜

魏

々
堂

々
乎

、

眞

大

乗

器

也

。

蓮

念

昌受

二
過

記
荊

奴

τ同

、

乃

還

二洪

州

}見

海

灘

師

一。

開

}了

心

趣

一、
聲

債

彌

高

。

狗

・命

居

・黄

彙
ご

と

あ

り

、

景

徳

傳

燈

録

に
は

、
「
因

レ人

啓

登

、

乃

往

墾

昌百

丈

」

と

あ

る
。

之

に

よ

つ
て
見

る
と

、

出

家

の
後

洛

陽

に

入

り

て
偏

肇

し

、

一
姥

の
鋤

告

に
よ

り

て

再

び

洪

州

に
選

り

て
、

百

丈

暉

師

に
相

見

し

た

る

も

の

で
あ

る
。

景

徳

傳

燈

録

に
は
初

相

見

の
問

話

を

左

の
如

く
記

し

て

ゐ

る
。

「
問

云
從

上
宗

承
如

何

指

示
。

百

丈

良

久
。

師

云
不
レ可
レ教

後

人
断

絶

去

一也

。

百

丈

云
、
將

謂

汝
箇

人
。

乃

起

入

二

方

丈

一。

師

随
レ後

入

云

、

某

甲

特

來

。

百

丈

云

、

若

爾

則

他

後

不
レ得
レ孤
昌負

吾

」

と

、

師

と

百

丈

と

の
師

資

の
關

係

は

此

の
如

く

に
し

て
結

ば

れ

た

も

の
と

思

は

る
。

師

が

此

の
如

く

相

見

第

一
に

宗

承

を

提

げ

て
問

へ
る

と

こ

ろ

よ

り

見

れ

ば

、

洛

陽

偏

参

中

に

は

何

等

の
得

る

と

こ

ろ

な

く

し

て

、

か

く

屡

問

せ

し

も

の

で

あ

ら

う

。

古

奪

宿

語

録

に

は

、

「
師

初

到

昌洛

京

一行

乞

、

吟

添
二鉢

聲

一。

有

二

姫

出

昌林

扉

問

一云
上、
大

無

厭

生

。

師

云

猫

未

γ施

、

責

昌我

無

7厭

何

耶

。

姫

笑

而

掩

レ扉

。

師

異

レ之

。

進

而

與

語

、

須

與

僻

去

。

妬

告

乏

日

、

可

下往

昌南

昌

見

中馬

大

師

上。

師

至

二南

昌

一、
大

師

黄

藁

輝

師

の
暉
法

(
上

)

(
二
九

)
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黄

藁
膵
師

の
輝

法
(
上

)

(
三
〇
)

已

遷
寂

、

聞

塔

於

石
門

[、

途

往

膿

禮

。

時

百

丈

大

智

暉

師

、

盧

昌干

塔

傍

一。

師

序

昌遠

來

之

意

一、

願
蘭

昌雫

日

得

力

句

。

百

丈

乃

問

、
魏

々
堂

々
饗

荷

方

來

。

師

云

、

魏

々
堂

々
從

嶺

函

去

。

丈

日

、

魏

々
堂

々
當

レ爲

荷

事

。

師

云

、

魏

々

堂

々

不

ゾ爲

}別

事

一。

便

禮

拝

。
L

と
あ

り

て
、
景

徳

傳

燈

録

の
文

に
比
す

れ

ば

屡

問

の
語

に
多

少

の
曲

折

は
あ

る
も

、

大

膿

と

し

て
は
異

り

は

な

い
の

で
あ

る
。
唯

「
魏

々
堂

々
」

と

連

記

せ
し
瓢

は
鯨

り

に
興

味

化

せ

る
恨

が

あ

る
。

碧

巖

集

第

十

一
則

図

悟

の
評

中

に

は

、

「
初

到

昌百

丈

一、

丈

問

云

、

　魏

々

堂

々

從

什

慶

庭

泰

。

桀

云

魏

々

堂

々
從

嶺

中

一來

。

丈

云

、

來

爲

呂何

事

一。

彙

云

、

不
レ爲

昌別

事

一」

と

あ

り

、

古
奪

宿

語

録

は

恐

ら

く

こ

れ
等

に
擦

れ

る
も

の

で
あ

ら

う

が

、

「
從

上
宗

承
」

と

云

ひ

、
「
不
レ爲

昌別

事

し

と

云

ひ

、

語

は

異

る
も

共

意

味

に
於

て
は

全

く

同

一
で
あ

る
。

此

等

に

よ

つ

て
も
師

は
宗

門

の

大

事

因

縁

を

事

と

し

て
行

脚

せ
し

こ
と

は
知

り

得

ら

る

～
。

圓

悟

は
碧

巖

集

の
評

中

に

「
天
性

會

レ繹

」

と

師

を

稽

揚

し

て

ゐ

る
が

、

そ

れ

は

天

台

渡

水

の
異

俗

を

叱

責

せ
し

に

よ

る

の

で

は
あ

る
が

、

亦

師

の
風

貌

の
魁

偉

に
し

て
、

態

度

の
堂

々

た

る

に

よ

つ
た

も

の

で
あ

ら

う

。

「
咄

這

自

了

漢

、

早

知

昌捏

怪

一、

當

レ所

汝

脛

一と

は

宋

高

信

傳

及

び

共

他

の
傳

に
も

記

せ
し

故

、

有

名

な
逸

話

で
あ

つ
た

こ
と

は

知

り
得

ら

る

、
。
師

の
所

謂

「
自

了
漢
」

は

二
乗

の
自

度

に

專

念

し

て
化
他

の
大

願

な

き
意

味

で
あ

る
ゆ

ゑ

、

つ
ま

り

は

羅
漢

を

指

せ

る
意

味

で
あ

る
。

然

も

そ

れ

を
咄

破

し

た

る
端

的

に
は

、

堂

々
た

る
偉

丈

夫

の
氣

宇

と

、
灘

的

大

機

が
遺

憾

な

く
躍

動

し

て
ゐ

る

の

で
、

「
天
性

會
レ灘

」

と
評

し

た

の
も

失
當

の
繕

讃

と

は
言

へ
な

い

の

で
あ

る
。

所

が

師

が

馬

大
師

に
相

見

せ
ん
と

せ
し
黙

に
就

て
は
前

後

の
相
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異

あ

り

て
、

諸

傳

相

一
致

し

な

い

の

で

あ

る
。

古
奪

宿

語

録

に
は

、

前

記

の
如

く

百

丈

に
相

見

せ
ざ

る
以

前

と

あ

り

、
實

は

馬

租

大

師

に
屡

ぜ

ん

と

し

て
偶

然

百

丈
灘

師

に
見

へ
た

る

こ
と

に
な

つ

て

ゐ

る
。
然

る

に
廣

燈

録

(
八

)
、
五

燈

會

元
(
二
)
、

景

徳

傳

燈
録

等

に
何

れ

も

百

丈

に
馨

じ

た

る
後

と

な

つ
て

ゐ

る
が

、

之

は

後

の
説

が

正

し

い

の

で
あ

る
。

何

故

な

れ

ば

、

前

に
不

二
鋤

を

引

用

せ
し

如

く
、

師

の

二

+

一
歳

の
時

は

已

に
馬

大
師

は

遷

化

し

了

り

て
百

丈

が

塔

を

護

れ

る
時

で
あ

る

か

ら

全

く
相

見

の

し

や

う

が

な

い

の

で
あ

る
。

況

や

百

丈

が

馬
租

の
因

縁

を

語

り

、
師

は

之
を

聞

い

て
「
不
畳

吐
レ舌
」
と

あ

る
。

し

て
見

れ

ば
師

が

「
將
レ禮
」
と

云

へ
る
は

勿

論

百

丈

と

相

見

の
後

で
な

く

て
は

な

ら

鴎
。

廣

燈
録

八

百

丈

の
章

に
、

「
黄

禦

到

昌師

庭

一、

一
日
僻

云

、

欲
下禮

昌拝

馬
租

一去
上
。

師

云

、

馬

祀

已

遽

化

去

也

。

葉

云

、

未

審

有

昌何

言

句

一。

師

途

墨

二再

屡

縁

」

と

あ

り

、

是

に
よ

つ
て
見

れ

ば
師

が

馬

大

師

に
相

見

せ
ん

と

せ
し

は

、

百

丈
輝

師

に
墾

じ

て

の
後

で
あ

る

こ
と

は
明

で
あ

る
。

三

、

師

と

百

丈

暉

師

と

の
關

係

然

ら

ば

師

は

百

丈
暉

師

に
墾

じ

て
如

何

な

る
商

量

を

打

せ

し

で
あ

ら

う

か

、
景

徳

傳

燈
録

に
は

、

「
百

丈

一
日

間
レ師

、

什
慶

庭

去

來

。

日

大

雄

山

下

釆
レ菌

來

。

百

丈

日

、

還

見

昌大

巌

一塵

。

師

便

作

虎

聲

。

百

丈
拮

レ斧

作

昌所

勢

一。

師

帥

打

昌百

丈

二

掴

。

百

丈

吟

々
大

笑

便

蹄

」

黄

藁

輝
師

の
膵

法
(
上

)

(
三

】
)
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黄

歴
蛉
騨
師

の
諏藤
法
(
上

)

(
三

二
)

と

記

し

て

ゐ

る
。

が

之

は
初

相

見

に
於

け

る
商

量

と

は
思

惟

せ
ら

れ
な

い
。

前

に
「
從

上
相

承
如

何

指

示
」
と

云
ひ

、

「
不
爲

別

事
」
と

云

へ
る

の
と

比
較

す

る
と

、

其

機

鋒

に
宵

壊

の
差

が
あ

る
。

如

何

に

「
天
性

會

灘

」

の
師

と

難

も

、

こ

の
商

量

は
可

な

り

久

し

き

に
亘

り

て
鉗
錯

を

受

け

た

る
後

に
あ

ら

ざ

れ

ば

、

「
打
昌百

丈

一
一
掴
」
す

る

の
大

用

は
現

れ

な

い

で
あ

ら

う

。

文

献

に
現

れ

て

ゐ

る
範

園

に
於

て
は
、

之

は

以

て
第

一
次

の
商

量

と
認

め

ね

ば
な

ら

ぬ
。

百

丈

上

堂

の
語

に
、

「
大
雄

山

下
有

二

大

虫

一、

汝

等

諸

人

也

須

昌好

見

一。

百

丈
老
漢

、
今

日
親

遭

二

日
一。
」

と

、
師

の
機

用

の
尋

常

な

ら

ざ

る
こ
と

を
稽

讃

し

て
ゐ

る
。

所

が

古
尊

宿

語

録

は

百

丈

再
屡

の
因

縁

を

記

し

、
攻

に

此

因
縁

を

記

載

し

て
ゐ

る
。

恐
ら

く

之

は
例

記

で
あ

ら

う

。

何

故

な

れ

ば

、

再
墾

の
因

縁

は
師

が

百

丈

下
を
僻

去

せ

ん

と

す

る
時
墨

せ
し

も

の
な

れ

ば

、

之
を

再

屡

の
因

縁

前

に
記
載

す

る

の
が
順

序

で
あ

る
。

五

燈
會

元
(
三
)
百

丈

の

章

に
、

「

一
日

丈

謂

レ衆

日

、

佛

法

不

昌是

小

事

一。

老

僧

昔

被

鳥

大

師

一
喝

一、

直

得

」
二
日

耳

聾

一。

黄

桀

聞

レ墨

不
レ畳

吐

レ舌

。

丈

日

、

子

巳

後

莫

下承

一嗣

馬

祀

一去

上嬢

。

禦

日

不

レ然

、

今

日

因

昌和

衙

墨

一、

得

レ見

一一馬

組

大

機

之

用

一。

然

且

不

レ識

昌馬

祀

一。

若

嗣

鳥

祀

一、

巳

後

喪

我

見

孫

一。

丈

日

、

如

是

如

是

。

見

與

レ師

齊

減

昌師

牛

徳

噌、

見

過

昌於

師

一方

堪

昌傳

授

一。

子

甚

有

超

師

之

見

】、

奨

便

禮

拝

。
L

と

あ

る
。

百

丈

と

の
此
問

話

は
嗣

法

の
語

と

見

る
も

誤

り

で
は

な

い
で
あ

ら

う
。

是

れ

再
墾

の
因

縁

は

大

虫

の
因
縁
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の
後

に
記

載

す

る
を

姜

當

な

り

と

云

ふ
所

以

で
あ

る
。

同

時

に
百

丈

と
師

と

の
商

量

は

恐

ら

く

之

が

最

後

の
も

の

で

あ

ら

う

。

然

る

に
圏

悟

の
碧

巖

集

評

中

に
は

再

屡

の
因

縁

を

記

し

て
後

に
、
「
從

上
宗

承

如

何

指

示
」
と

云

へ
る
問

話

を

記

載

し

て

ゐ

る
。

何

た

る
錯

誤

で
あ

ら

う

。

然

し
碧

巖

集

は

も

と

史

傳

で
な

き

ゆ

ゑ

之

を

答

む

べ
き

に
は

あ

ら

ざ

る
も

、

國

悟

と

し

て

は

い

さ

、
か
杜

撰

で
あ

る
。

不

二
抄

に
は

、

「
園

悟

擦

廣

燈

録

一、

有
下彙

僻

昌百

丈

一等

語

上、

余

考

昌年

代

一則

貞

元

戊

辰

馬

租

入
滅

。

其

時
黄

葉

年

二
十

一
歳

也

、

錐

昌彼

會
7暉

、

共

悟

縁

如

何
在

二弱
歳

之

時

一耶

。

此

叉

不
レ可

レ不
〆辮

」

亀

と

云

つ
て

ゐ

る
。

如

何

に
天

性
麗

を

會

す

と

し

て
も

、

二
十

一
歳

の
弱

輩

に
嗣

法

の
謹

言

を

與

ふ

べ
き
筈

は
な

い

の

で
あ

る
。

故

に

不

二
抄

著

者

の
言

の
如

く
更

に
辮

明

す

べ
き

で
あ

る
。

以

上

は

師

が

初

め

て
百

丈

に
零

問

せ
し

よ

り

嗣

法

の
謹

言

を

得

る
ま

で

の
事

象

を
槍

討

し

て
、

其

關

係

の

一
端

を

明

に
し

允

の

で
あ

る
が

、

更

に
黄

藁

山

圭

と

な

り

て
接

衆

せ
し

歌

態

は

如

何

な

る
も

の

で
あ

り

し

か

、

之

を

考

察

し

て
師

と

弟

子

と

の
關

係

を

明

瞭

な

ら

し

め

ん

と

す

る
も

、

諸
傳

に
記

す

る

と

こ

ろ

は
前

記

の
謬

問

同

様

に
、

僅

に

二

三

に
過

ぎ

な

い

の

で
、

詳

細

に
知

り

得

ざ

る
を

遺

憾

と

す

る
も

、

そ

れ

は

止

む

を

得

な

い

の

で
あ

る
。

四

、

師

と

臨

濟

薄

師

と

の
關

係

師

弟

關

係

に
於

て
第

一
に
暴

ぐ

べ
き

人

は

、

則

ち

臨
濟

灘

師

で
あ

る
。

而

も
其

始

終

を

明

記

せ
し

も

の
は

臨

濟

録

で

あ

つ
て
、

そ

れ

を

一
讃

す

れ

ば

其

關

係

は
明

か

に
知

り

得

ら

る

㌧
が

、

臨

濟

暉

師

は
嗣

法

の
第

一
人

者

で
あ

る
か

黄

葉

輝

師

の
灘

法
(
上

)

(
三

三
)
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黄
樂

騨
師

の
灘

法
(
上
)

(
三
四

)

ら

之

を
考

察

せ
ざ

る
を

得

な

い

の

で
あ

る
。

臨

濟

録

に
よ

る
と

、
師

の
黄

漿

の
會

下

に
投

す

る
や

、

兀

々
と

し

て
坐

す

る

こ
と

巳

に
三
年

に
及

べ
り

、

睦

州

一
日
師

に
黄

奨

灘

師

に
向

つ
て

「
如

何

な

る
か

こ
れ
佛

法
的

々

の
大

意
」

と

問

は

し
む

、
臨
濟

は
如

法

に
も

三
度

之

を

問

ふ

て

三
度

打

せ
ら

れ

た

の

で
あ

る
が

、
自

ら

障

縁

の
深

き

を

恨

ん

で
僻

去

せ
ん

と

す
る

に
際

し

、
黄

桀

は

睦
州

の
請

ひ

に

よ

り

て
大

愚

和
爾

を

問

は
し

め

た

の

で
あ

る
。

彼

は
命

の
ま

、
大

愚

の
庭

に
到

り

て

三
度

痛
棒

を
喫

せ
し

こ
と

を

基

げ

、

自

己

の
過

の
有

無

を

問

ふ
た

の
で
あ

る
。

大

愚

は

「
黄

漿
與

壌

に
老
婆

心
功

な

る

こ
と

汝

が

爲

に
徹

困

な

る
を

得

た
り

、

更

に
這
裡

に
來

り

て
有

過

か
無

過

か
と

問

ふ
」

と

亦

是

れ

老
婆

の
飯

を
囑

ん

で
兜

に
與

ふ

る
が

如

く
懇

切

を
鑑

し

た
。

師

は
便

ち
言

下

に
大

悟

し

て
、

「
元

來
黄

葉
佛

法

多

子

無

し
」

と
畳

え

す
絶

叫

し

て
大

愚
を

驚

か
し

た
。

是

に
於

て
大

愚

は
「
這

尿
床

鬼

子

、
適

來
道

昌有

過

無

過

一、

如

今

却

道

胃黄

彙

佛

法

無

】多

子

一、
備

見

昌箇

什

慶

道

理

一、

速

道

速

道

」

と

師

を

彊

住

し

て
急

迫

せ
し

に
、
師

は

大

愚

の
助

下

を

三
度

築

拳

し

た

の

で
あ

る
。

か

く

て
黄

漿

の
下

に
却

回

す

る
と

、
黄

桀

は

「
這
漢

來

々
去

々
有

昌什
塑

了

期
」
と
勘

辮

を
試

み

た

る

に
、
師

は

「
砥

爲

老

婆

心
切
」
と

針

頭

を
秘

め

て
準
穏

に
答

へ
た

の
で
あ

る
。
黄

彙

は
飽

ま

で
追
撃

し

て
許

さ
な

ん
だ

状

態

を

左

の
如

く
記

し

て
居

る
。

「
黄

葉

云

、

大

愚
有

荷

言

句

一。
師

途

學

前

話

一。

黄

桀

云

、

作

籔

生

得

這

漢

來

一待

痛

與

"二

頭

。

師

云
、

説

嵩什

塵

待
7來

、

帥

今

便

喫

随
レ後

便

掌

。

黄

桀

云

、

這

風

顛

漢

、

却

來
昌這

裡

噛持

虎

髪

一。

師

便

喝

Q

黄

漿

云
、
侍

者

引

二這

風

顛
漢

}参

堂

去
」
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と

、

師

が
大

愚

に
痛

棒

を

與

へ
ん

と

云

へ
ば

、
臨
濟

は
蕃

直

に

一
掌

を
黄

奨

に
輿

へ
、
虎
髪

を

持

つ

と

云

へ
ば

一
喝

し

去

つ
て
ゐ

る
。

是

れ
所

謂

臨
濟

の
打

爺

の
拳

で
あ

る
。
黄

藥

の
追
究

は
臨
濟

の
此

活

作
暑

を
看

ん
が

爲

で
あ

つ
た

の

で
あ

る
が

、

果

し

て
却

來

の
臨
濟

に
以
前

の
彼

に
あ

ら

す

し

て
、
陥

虎

の
機

を

具

し
將

軍

の
鋒
錐

を

露

し

來

つ
江

の

で
、

這

の
風

顛
漢

來

つ
て
虎
髪

を

持

つ
と
稽

讃

せ
ざ

る
を

得
な

ん
だ

の
で
あ

る
。

此

よ
り
師

と

臨
濟

と

の
相

見

は

一

々
輝

機

の
互
換

と

な

り

、

大

法

の
商

量

と
な

つ
た

の

で
あ

る
。

依

つ
て
爾

後

の
商

量

を

見

る
と

、
.即

に
臨
濟

録

に
は

左

の
如

く

記

し

て

ゐ

る

。

「
師

栽

レ松

家

、

黄

漿

問

深

山

裏

栽

許

多

一作

二什

籔

一。

師

云

、

一
與

二山

門

一作

昌境

致

一、

二

與

昌後

人

一作

呂標

榜

一、

道

了

將

昌鍵

頭

一打

亀

一
下

Q

黄

漿

云

、

錐

二然

如

τ是

、

子

已

喫

二吾

三

十

棒

一了

也

。
師

又

以

昌鍵

頭

[打

レ地

三

下

作

嘘

々
聲

。

黄

奨

云

、

吾

宗

到
レ汝

大

興

昌於

世

一

と

、

追

究

し

て
以

て
勘

辮

し

、

臨
濟

の

心

境

を

試

み

し

に
、

師

の
機

用

は

愈

自
在

と

な

り

て
、

吾

宗

汝

に
到

つ
て
世

に
興

ら

ん

と

云

ふ

に

至

つ
た

。

謂

ふ

に

こ

の
商

量

は

、
前

の
打

爺

拳

を

弄

し

て

よ

り
絵

程

後

の

こ
と

で
あ

ら

う

。

何

故

な

れ

ば

、

其

商

量

の
洒

脱

な

る

こ
と

、
、

黄

葉

が

稗

讃

の
僻

を

惜

ま

ざ

り

し
鮎

よ

り

見

れ

ば

、

圓

熟

の

心

境

に
達

し

た

る
時

で
あ

る

こ

と

は
推

知

す

る

に
難

く
な

い

の

で
あ

る
。

「
師

普

請

鋤
レ地

家

、

見

"黄

桀

來

一控
レ鍵

而

立

。

黄

藥

云
、

這
漢

困

耶

。

師

云
、

鍵

也

未
塞

・、

困

箇

什
壌

一。
黄

彙

便

打

。

師

接

昌住

棒

二

迭

麿
倒

。

黄

葉

喚

維

那

、
維

那

扶

起

我

一。

維

那

近
前

扶

云

、

和

術

箏
容

昌得

這

風

顛

漢

無

禮

一。

鞠頁
貼集
欄陣
師

の

㎜陣

法

(
上

)

.

(
三

五

)
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黄

葉

暉

師

の
輝

法

(
上

)

,

(
三

六
)

黄

葉

緩

起

便

打

昌維

那

。

師

鍵

地

云

、

諸

方

火

葬

、

我

這

裡

一
時

活

埋
L

「
一
日
普

請

衣

、

師

在

γ後

行

。

黄

葉

回
ゾ頭

見

師

塞

手

一乃

問

、

鍵

頭

存

軒

壌

庭

一。
師

云

、

有

二

人

一將

去

了

也

。

黄

漿

云
、

近

前

來

、

共
レ汝

商

昌量

箇

事

一。

師

近

前

來
。

黄

葉

竪

起

鍵

頭

云
、

砥

這

箇

天

下

人
拮

綴

不
レ起

。
、師

就

レ手

禦

得

竪

起

、

爲

昌什
籔

一却

在

某

甲

手

裡

一。

黄

彙

云

、
今

日
大

有

レ
人
普

請

便

蹄

レ院
」

以

上

の
問

話

は

何
れ

も
作

務

上

の
商

量

で
あ

る
。

而

し

て
普
請

も

作
務

も

軍
な

る
そ

れ

で

は
な

く
、

大

法

の
作

務

で
あ

り

、

普
請

に
あ

る
。

故

に
古

人

の
云
爲

行

動

は
暫

時

も

そ

れ

で
あ

ら

ざ

る
も

の
は
な

い
。

從

つ
て
ま

た
鍵

頭

も

形
膿

的

の
そ

れ

の

み

に
あ

ら

す

し

て
、

そ

れ

に
よ

つ
て
大

法
を

自

在

に
拮

弄

し

て
共

に
商

量

し

、

一
大

法
戦

揚

に
其

大
機

大

用

を
露

し

て
以

て
錬
磨

し
、

無

事

の
人

、

無

爲

の

人
、
自

在

の
人

た
ら

ん

と

期

す

る

の

で
あ

る
。

是

を

以

て

柄

僧

の
云
爲

行
動

は
総

て
法

の
實

践

で
な

く

て
は

な

ら

ぬ
。

是

れ

こ

の
商

量

の
あ

る
所

以

で
あ

る
。

「
黄

葉

云
、

汝

破

夏

來

不
〆終
レ夏

去
。

師

云
、

某

甲

暫

時

來
禮

昌拝

和
術

一。
黄

漿

遽

打

珍

去
。
師

行
藪

里
疑
昌此
事

一、
却

回

絡
レ夏
」

こ
れ
帥

ち
有

名

な

臨
濟

破

夏

の
因

縁

で
あ

る
。

臨
濟

底

は
今

の
問

題

に
あ

ら

ざ

る
ゆ

ゑ

暫

く
措

き

、
黄

漿

の
提

蜥

の

如

法

な

る

こ
と
實

に
父

母

の
如

く

で
あ

り

、

ま

た
老
將

軍

の
如

く

で
あ

る
。

故

に
臨
濟

を

接

す

る
手

段

の
自
在

な

る

こ
と

、
鏡

利

な

る
鋒
錯

の
中

に
穏

密

な

る
作
暑

を

弄

し

、
穏

密

な

る
作
暑

の
中

に
鏡

利

な

る
鋒
錯

を

閃

か
し

て
、

恰

も

老

將

軍

が
肚

烈
な

る
猛

將

を
訓

錬

す

る
が

如

き
観

が
あ

る

の
で
あ

る
。

而

し

て
以

上
列
基

の
如

き
師

と

臨
濟

と

の
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商

量

は

断

へ
す
潟

山
乏

仰

山

と

の
話

題

と
な

り

て
必
す
商

量

が
試

み
ら

れ

て
ゐ

る
。

之

に
よ

つ
て
見

れ

ば

、
黄

漿
師

資

の
商

量

は
其

時

代

に
於

て
も

亦

重

要

視

せ
ら

れ

た

こ
と

が

知

ら

る

～
の

で
あ

る
。

五

、
師

と

斐

像

と

の
關

係

黄

桀

の
關

係

に
於

て
、
臨
濟

を

以

て
出

世

間

の
代

表

者

と

す

る

な

ら

ば

、
斐

林

は
則

ち

出

世

間

的

代

表

者

で
あ

る
。

其

關

係

の
親

密

な

る

こ
と

、
實

に
臨
濟

に
次

い

で

の
親

密

さ

で
あ

る
。
從

つ
て
黄

巣

の
住

山

の
問

題

及

び

法
語

修

編

の
問
題

等

最

も

深

く
關

係

し

て
、
完

全

に
外
護

の
任

を
鑑

し

て
ゐ

る

の

で
あ

る
。

加

之

の
み
な

ら
す

、

彼

は
晩

唐

に
於

け

る
居

士

の
第

一
人
者

で
あ

つ
て
、
學

識

地
位

共

に
高

く
、

禮

を
執

り

て
黄

桀

に
見

へ
、

途

に
其

法
を

嗣

ぎ

佛

租

の
慧

命

を

自

己

の
慧

命

と

せ
し

人

格

者

で
あ

る
。
今

其

關

係

の
結

ば

れ

た
縁

由

を

見

る

に
、

五

燈
會

元
(
四
)
に

は
左

の
如

く
記

し

て

ゐ

る
。

「
公

入
レ寺

嶢

香

。

圭

事

祇

接

。

因

観

壁

書

【乃

問

、

是

何

圖

相

。

圭

事

封

日

、

高

僧

眞

儀

。

公

日

、

箕

儀

可

レ観

、

高

僑

何

在

Q

主

事

無

レ封

Q

公

日

、

此

問

有

灘

人

一否

。

日

、

近

有

二

僧

噺、

投

レ寺

執

レ役

、

頗

似

ヨ暉

者

一。
公

日

、

可

呂請

來

詞

問

得

」否

。

於

レ是

遽

尋

レ漿

、

藥

至

。

公

視

レ
之

欣

然

日

、
休

適

有

二

周

、

諸

徳

吝

レ鱒

、

今

請

上

人

代

醇

}二

語

。

一漿

日

、

請

相

公

垂

問

。

公

墨

二前

話

一。

漿

朗

聲

日

、

斐

休

。

公

鷹

話

。

葉

日

、

在

}甚

贋

庭

鴨。

公

當

下

知

レ旨

、

如

レ獲

髪

珠

一。

日

、

師
.眞

善

知

識

也

、

示

レ人

剋

的

若

レ是

、

何

故

泊

昌没

於

些

乎

。

寺

衆

愕

然

。
L

＼

と

、
斐

休

の
問
甚

だ
灘

意

に
富

み

、

恰
も

慧

給

事

が

径

山

に
於

て
、
燭

腰

の
圖

に
題

し

て
「
形

骸
在

此

、

具

人
侮
在

、

黄
葉

輝
師

の
繹

法
(
上

)

(
三
七
)
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黄
葉

縄

師

の
暉

法

(
上

)

(
三

八
)

乃

知

一
雲

、
不
レ厨
二皮

袋

し
と

云

へ
る

に
類

似

し

た

る
問

で
あ

る
。
黄

奨

の
答

も
亦

妙
喜

の
「
只

此
形

骸

、
帥

是

其
人

、

一
露
皮

袋

、
皮

袋

一
霊
」

と

和

し

た

の

に
類

似

し

て
ゐ

る
。

問

と

云
ひ
答

と

云
ひ

共

に
灘

機

の
流

露

が

明
瞭

に
知

り

得
ら

る

～
。

か

く

の
如

く

に
し

て
其

關

係

は
結

ば

れ

た

の

で
あ

る
が

、
黄

桀

の
斐

休

に
封

す

る
態
度

の
如

何

に
卒
直

に
し

て
、

何

等

の
閑

葛

藤

を

弄

し

て
ゐ
な

い
鮎

は

臨
濟

の
場

合

と

更

に
異

り

は

な

い
。
碧
巖

集

第

十

一
則
中

に
も

引

用

せ

る
大

中

に
封

し

て
は
亦

同
様

で
あ

る
。

帥

ち

「
黄

葉

在

昌塵

官

作

昌首

座

一。

桀

一
日

禮

レ佛

家

、

大

中

見

而

問

日

、

不

着

レ佛

求

一、

不

着

レ法

求

一、

不

着

レ衆

求

一、

禮

拝

當

何

所

レ求

。

桀

日

、

不

着

レ佛

求

一、

不

着

レ法

求

一、

不

着

レ衆

求

一、

常

禮

拝

如

レ是

。

大

中

云

、

用

レ禮

何

爲

。

樂

便

掌

。

大

中

云
、
太

轟

生

。

葉

云
、

這

裡

什
褒

所
在

、

読
レ麓

読
レ細

、

又
掌

。
」

と
あ

り

、
大

中

に
封

し

て
は
掌

し
、
斐

休

に
封

し

て
喚

呼
す

、

是

れ
何

れ

の
場

合

も

何

等

の
工
作

を

施

さ
す

、
唯

碁

直

に

正
令

を

行

し

て
接

衆

せ
し

所

に
黄

漿

の
性

格

及

び
暉

機

の
閃

が

あ

つ
て
、

而

も

そ

れ
が

彼

の
暉

生

活

を

貫

い

て

ゐ

る

の

で
あ

る
。

街
師

と
斐

休

と

の
關

係

は
、

次

の
傳

心
法
要
槍

討

の
場
合

に
當

然

現

る

う
問
題
な

れ

ば

他

は

そ

れ

に
譲

る

こ
と

に
す

る
。六

、
傳

心
法

要

に
就

て

黄

葉

の
法

語

を

記

せ

る
も

の
は
傳

心

法

要

及

び

古
奪

宿

語
鎌

で
あ

る
。

古
奪

宿

録

に
記
載

せ

る
噺
際

暉

師

語

録

の

大

牛

は

、
傳

心

法
要

の
轄

記

で
あ

る
か
ら

、

傳

心
法

要

を
槍

討

せ
ば

、
其

思

想

の
如

何
な

る
も

の
か

は

知

り

得

ら

る
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、

の

で

あ

る

。

斐

休

の

序

に

「
予

會

昌

二

年

(
西
暦
八
四
二
)
廉

二干

鍾

陵

[、

自

レ
山

迎

至

レ州

、

憩

昌龍

興

寺

噌、

且

夕

問

レ
道

。

大

中

ご

年

(西
暦
八
四
八
)
廉

二

干

宛

陵

一、

復

去

禮

迎

至

二所

部

一、

安

菖居

開

元

寺

一、

且

夕

受

レ法

。

退

而

記

レ之

十

得

】
一
二

一、

侃

爲

二心

印

一不

敢

登

揚

一、

今

恐

慧
入
レ神

精

義

不

7聞

於

未

來

一、

出

レ之

授

二門

人

太

舟

法

建

一、

蹄

奮

山

之

廣

唐

寺

一、

問

下長

老

法

衆

與

ヨ往

日

所

親

聞

伺

異

如

何
上
、

時

大

中

十

一
年

(
西
暦
八
五
七
)
十

月

八

日
」

と

あ

り
、
傳

心

法
要

は

此

の
如

き

關

係

に
よ

b
、

鍾

陵
宛

陵

の
爾

録

よ
り

成

り

、

而

し

て
會

昌

二
年

は
師

の
七

十

四

歳

、
大

中

二
年

は
示

寂

の
前

年

、
即

ち

八

十

一
歳

の
時

で
あ

る
か
ら

、
師

が

六

ケ
年

問

に
諸

衆

の
爲

に
説

け

る
法
語

で
あ

る
。

而

し

て
斐

休

と

の
關

係

は
前

述

の
如

く

大
安

寺

に
於

け

る
圖

像

の
問

題

に
端

を

登

し

、
途

に
弟

子

の
禮

を

執

り

敏

を
請

ふ

に
至

つ
て
始

め

て
親

密

と
な

り

、

旦

つ
鍾

陵
宛

陵

に
官

た

る

に
及
ん

で
は
其

所

轄

内

の
寺

に
屈
請

し

て
道

を

問

ふ
て

ゐ

る
。

こ

れ
通
常

の
屡
輝

者

、
信

仰

者

の
比

で
な

き

こ
と

を

能

く
物

語

つ
て

ゐ

る
。

の
み
な

ら

す
、

其

読

法

の
要

を

記

し

て
心
印

と
な

す

と

言

ふ
に

至

つ
て
は

、
其

蹄

依

の
尋

常

な

ら

ざ

る
と
熟

誠

な

る

の
と

が

明

か

に

看

取

せ
ら

る

～
の

で
あ

る
。

か

う
し

た
意

味

よ

り
推

考

す

る
と

き
は

、
蕾

に
宗

教

の
問

題

の
み

な

ら

す

、

政
治

上

道

徳

上

の
問

題

に
於

て
も
師

の
意

見

を

叩

き
、

啓

登

を

蒙

り
し
鮎

が

多

々
あ

り

し

に
は
あ

ら

ざ

る
か
と

思

は

る
。

何

故

な

れ
ば

、

軍

に
道

を

問

ふ

の

み
な

ら

ば

必

す

し

も

任

地

の
寺

院

に
請

せ
す

と

も
他

に
と

も
方

法

は
あ

る

べ
き

で
あ

る
。

而

も

そ

れ

が
轄

任

の
都

度

請

せ
し
織

よ

り

見

れ
ば

、

文

献

以
外

に
潜

め

る
問

題

が

必

す
存

在

し

ゐ

る
も

の
と

思

黄

壁
小…陣
師

の
輝

法

(
上

)

(
三

九

)
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黄

藥

輝

師

の
暉

法

(
上

)

.

(
四

〇

)

は

る

、
の

で
あ

る
。

此

の
如

く

思

惟

す

る
と

き

は
其

關

係

は

極

め

て
切
實

な

も

の

で
あ

り

し

な

ら

ん

と

思

惟

す

る

の

で
あ

る
。

ま

た

五

燈

會

元
(
四

)
に

は

、

「
堅

請

住

昌黄

彙

一、

着

興

昌頑

道

。

有

レ暇

帥

躬

入

昌山

頂

一謁

。
…

…

公

既

通

昌徹

祀

意

一、

復

博

綜

昌敏

相

一、

諸

法

灘

學

威

謂

、

斐

休

不
胃浪

出

黄

藁

門

一也

」

と

記

し

て

ゐ

る
。
斐

休

は

此

の
如

く
黄

彙

の
印

記

を

受

け

、
居

士

と

し

て
は

第

一
人

者

で
あ

る
。
傳

心

法

要

は

此

の

人

の
所

記

に
な

り

、

而

も

「
問
下長
老

法
衆

與

往

日
所
噌親

聞

一同
異

如

何
」

と

述

べ
し

所

よ

り
見

れ

ば

、

十
分

に
注

意

を

梯

つ
て
修

編

せ
し

も

の

た

る

こ
と

は
推

知

せ
ら

る

㌧
、

且

叉
此

法
語

が
斐

休

一
人

の
爲

に
説

け

る
者

で
な

く
、
廣

く

一
般

的

に
長

老

法
衆

の
爲

に
説

か
れ

た

る
者

た

る

こ
と

も

亦

知

り

得

ら

る

㌧
の

で
あ

る
。

由

來
灘

と

云

へ
ば
直

に
古

則

公
案

が

聯

想

せ
ら

れ

て
、

公
案

の
提

唱

に
あ

ら

ざ

れ

ば
灘

の
提

唱

に
あ

ら

ざ

る
が
如

く
見

倣

さ

れ

て
ゐ

る
。

そ
れ

は

恐
ら

く
宋

の
時
代

に
碧
巖

集

、
從

容

録

の
如

き

者

に

よ

つ
て
古
則

が
宣

揚

せ
ら

れ

た

る
所

よ

り

し

て
か

く
は

な

れ

る
者

で
あ

ら

う

。

唐
朝

時

代

の
高
僑

の
提

唱

は

、

己

に
傳

心

法

要

が

示

す
如

く
古

則

の

み

の
提

唱

で
は
な

く

、
例

せ
ば

石
頭

の
屡

同
契

、

洞

山

の
寳

鏡

三
昧

、

三
祀

の
信

心
銘

、

法
融

の
心
銘

、
其

他

多

藪

に
現

れ

て

ゐ

る
。

ま

た

馬

祀

録

、

百

丈

録

、

南

嶽

の
語

録

に
し

て
も

、
相

互

の
商

量

は

極

め

て
少

歎

で
あ

つ

て
、

其

大

部

分

は

読

法
式

の
法
語

が

占

め

て
ゐ

る
。

之

に
よ

つ
て
見

れ

ば

、

思

想

方

面

の
提

示

は

読

法
式

法
語

に
よ

り

、
灘

機

及

び
暉

心

の
提

示

は
商

量

に
よ

つ
た

も

の

で
あ

ら

う
。

此

意

味

よ

り

云

へ
ば

、

前

述

の
臨
濟

、

大

中

、
斐

休

等

の

如

9



問

話

は
商

量
式

で
あ

っ
て
、
傳

心
法
要

は
則

ち

読

法
式

で
あ

る
。

故

に
師

の
佛

教

及

び
灘

に
於

け

る
思

想

的

見

解

は

説

法
式

法
語

に
よ

つ
て
始

め

て
明

と

な

る

の

で
あ

る
。

七

、

心

法

の
相
傳

に
就

て

師

の
灘

法

の
根

幹

は

全
く
達

磨

の
思

想

を
織

承

し

た

る
も

の

で
あ

つ
て
、
從

上

の
租

師

の
思

想

と
何

等
異

な

る
所

は
な

い
。

是

れ

恐
ら

く
灘

の
暉

た

る
所

以

で
あ

ら

う
。
故

に
暉

を

思

想

的

に
見

る
と

き

は
今

古

全

く
同

一
で
あ

つ
て

何

等

の
愛

遜

な

く
、

萬

里

一
條

の
鐵

の
如

き

で
あ

る
。
斐

休

の
序

に
、

「
濁

楓

"最

上

乗

」、

離

島文

字

印

一、

唯

傳

昌
一
心

一、

更

無

昌別

法

一。

心

膿

亦

塞

、

千

縁

倶

寂

。

如

ヨ大

日

輪

光

明

照

耀

澤

無

昌繊

埃

一。

謹

レ
之

者

、

無

一薪

奮

一、

無

昌淺

深

一、

説

レ
之

者

、

不

レ
立

二義

解

不

レ
立

昌宗

旨

一、

不

開

昌戸

旛

一、
直

下

便

是

。

蓮

レ念

帥

乖

。

後

爲

昌本

佛

一。

故

共

言

簡

共

理
直

、

其

道

峻

共

行

孤

。

と

、

一
心

の
傳

承

と

、

其

謹

得

の
結

果

と

、

其

提

示

の
歌

態

と
、

言

僻

の
簡

潔

な

る
と

を

説

い

て

ゐ

る
。

是

れ
傳

心

法

要

の
大

要

と
黄

葉

の
読

示

の
態

度

と
を

示

せ

る
も

の

で

あ

る
。

然

し

此

の
如

き
態

度

及

び

法

要

は

必

す

し

も

黄

葉

に
限

る

の

で
な

く
、
祀

師

一
般

と

見

て
も

不
可

は

な

い

で
あ

ら

う
。

是

れ

ま

た
輝

の
暉

た

る
所

以

か
。

大

休

正
念

の
後

序

に
、
「
鷲

嶺

に
微

笑

し

て

心
法

を

附

囑

し
、

少

室

に
面

壁

し

て
直

に

人

心
を

指

す

、

神

光

安

心

、

馬

租

帥

心
、

百

丈
黄

漿

の
諸

大

老

に

至

る

ま

で
密

に

心
印

を

傳

ふ
、

大

機

普

く

被

り

、

大

用

繁

興

一
心

に
本

か
ざ

る
な

し
」

と

云

つ
て

ゐ

る
。

之

れ

に

よ

つ
て
見

る
も

、

師

の
高

揚

す

べ
き

も

の
は
唯

一
心

法

で
あ

つ
て
、

蝕

法

を

読

か

ざ

る
は

當

然

黄

漿

藤
師

の
輝

法

(
上

)

(
四

一
)
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黄

葉

暉

師

の
灘

法

(
上

)

・

(
四

二
)

で
あ

る
。

故

に
黄

葉

の
説

法

は

一
心

法

に
始

絡

し

て
決

し

て
多

岐

に

亘

つ
て
ゐ
な

い
。

輩

純

と

云

へ
ば

恐

ら

く

こ
れ

以

上

に
輩

純

な

も

の
は

な
,い

で
あ

ら

う

。

元

來

不

立

文
字

敏

外

別
徳
ほ

今

更

述

る

べ
く

も
な

く
暉

の
宗

格

で
あ

つ
て
、

六
祀

以

後

の
祀

師

は
皆

こ

の
立
場

に

依

つ
て
灘

を

提

唱

し

、
唯

こ

の

一
心
を

宣

揚

す

る

に
過

ぎ
な

い
か
ら

、

此

一
心

こ
そ

別
傳

の
法

で
あ

り

、

こ
れ
が

黄

漿

の
読

法

の
根

幹

た

る
は
何

等

不
思
議

は
な

い

の

で
あ

る
。
師

は
斐

休

の
問

に
封

し

て
、

「
自

蓮

磨

大

師

到

昌中

國

一、

唯

読

二

心

一、

唯

傳

二

法

一。

以

レ佛

傳

レ佛

不

レ説

昌飴

佛

一、

以

レ
法

傳

レ
法

不

レ読

呂絵

法

一。

法

帥

不
可

読

之

法

、
佛

帥

不
可

取

之
佛

。

乃

是

本

源

清

浄

心

也
」

と
答

へ
て
ゐ

る
。

達

磨

が

支

那

に
乗

り

て
唯

一
心
法

を

説

け

り

云

ふ
は

、
從

上

の
租

師

の
所

説

で
あ

つ
て
、
傳

統

的

定

説

で
・の
る
が
、

之
を

以

て
達

磨

の
所

説

な

り

と

云

ふ
確

實

な

る
丈
献

が
な

い

か
ら

問

題

視

せ
ら

れ

て
ゐ

る
が

、
携

伽
糎

を

以

て

二
租

慧
可

に

心
要

の
脛

と

し

て
傳

へ
た

る
鮎

よ

り

見

れ

ば

、

一
心
法

を

説

け

る
も

の
と

も
推

定

せ
ら

る

、
、

叉
少

室

六
門

集
中

の
血

豚
論

を

以

て
其

著

作

と
す

れ

ば

此

の
如

き

問
題

は
解

消

す

る

の

で
あ

る
。

況

ん
や

四
行

観
中

に

「
深
信

舎

生
同

一
眞
性
し

の
語
あ

る
に
於

て
は

六
祀
大
師
を
始
め
と
し
、
歴
代

の
租
師

が
之
を
確
信
的

に
説

け

る
も

當

然

と

云

は

ね

ば

な

ら

ぬ
。

而

し

て
師

は
佛

も

法

も

一
心

に
蹄

納

し

て
、

一
心

の
外

絵

佛

蝕

法

を

読

か

す

と

云

ふ
。

然

れ

は
則

ち

法

と

云

ひ

佛

と

云

ひ
皆

一
心

の
異

名

で
あ

つ
て
、

其

一
心
源

頭

に
向

つ
て
工

作

を
試

む

べ
く

説

け

る
も

の
が

師

の
所

読

で
な

く

て
は

な

ら

ぬ
。

然

り
師

の
所

読

は

元

よ

り

之

れ

に
外

な

ら

な

い

の

で
あ

る
。

而

し

て
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こ

の

一
心

は

則

ち

人

々
具

足

箇

々
圓

成

底

で

あ

つ

て

他

よ

り

相

傳

す

べ

き

も

の

に

な

ら

す

と

云

ふ

。

然

ら

は

「
唯

一

心

を

傳

ふ

と

云

ふ
」
は

一
の

矛

盾

の

如

く

思

惟

せ

ら

る

～
が

、

傳

心

法

要

に

は

左

の

問

答

を

以

て

之

に
答

へ
て

ゐ

る
。

〕
既

無

昌依

執

へ

當

二何

相

承

一。

師

云

、

以

レ
心

傳

レ心

。

云

、

若

心

相

傳

、

云

何

言

昌心

亦

無

一。
師

云

、

不

レ得

二

法

一名

爲

・傳

心

一。

若

了

昌此

心

"、

帥

是

無

レ
心

無

"法

。

云

、

若

無

レ
心

無

レ法

云

何

名

レ傳

。

師

云

、

汝

聞

レ道

γ傳

レ
心

、

將

謂

有

レ可
レ得

也

、

所

以

祀

師

云

、

認

得

心

性

一時

、

可
レ説

昌不

可

思

議

噛、

了

々
無

昌所

得

一、

得

時

不
レ読

レ知
L

既

に

傳

と

云

へ
ば

、

何

物

か

を

甲

よ

り

乙

に
傳

ふ

る

者

の
如

く

思

惟

せ
ら

る

、
が

、

今

は

「
不
レ得

二

法

一名

爲

傳

心

一」
云

つ

て

ゐ

る

が

、

實

は

無

心
無

法

の
當

膿

を

假

り

に
「
傳
」
と

云

へ
る

の

で
、

何

等

の
傳

ふ

べ
き

も

の
も

、

傳

は

る

べ
き

も

の

も

な

い

の

で
あ

る

。

師

は

更

に
読

明

し

て

「
唯

黙

契

而

巳
」

と

云

つ

て

ゐ

る
、

是

れ

即

ち

「
傳

と

は
契

な

り
」

と

云

ふ
意

味

で
あ

つ
て

、

三
祀

の
所

謂

「
信

心

不

二

不

二
信

心
」

の
當

膿

を

「
傳

」

と

表

現

し

た

る

も

の

で
あ

つ

て
、

實

は

何

物

か

を

傳

授

す

と

云

ふ
意

味

で

は

な

い

の

で
あ

る

。

故

に
師

は

「
世

人

聞

レ道

着諸

佛

皆

傳

昌
心

法

」、

將

謂

心

上

別

有

二

法

可

レ謹

可

ツ取

。

途

將

レ
心

寛

レ
心

不

レ知

芯

帥

法

々
.即

是

心

一。

不
レ可
三將

レ心

更

求

二於

心

一。

歴

昌千

萬

劫

一終

無

昌得

日

一L

と

云

へ
り

、

若

し

「
將

レ心

寛

レ心
」
と

せ
ば

頭

を

以

て
頭

を

求

る
と

同

様

に
自

己

背

反

た

る

こ

と

は

云

ふ
ま

で

も

な

い

然

ら

ば

何

故

に
「
傳

法
」

「
傳

心
」

と

云

へ
る

で
あ

ら

う

か

、

己

に
「
相

傳

」

「
相

承
」

「
傳

承
」
と

云

ふ
限

り

に
於

て

は

何

等

か
傳

ふ

べ
き

も

の
な

く

し

て

は
意

味

を

な

さ

な

い

の

で
あ

る
。

同

時

に
世

奪

拮

華

迦

葉

微

笑

と

云

ふ
も

全

く

意

黄

葉

陣

師

の
輝

法

(
上

)

(
四

三
)
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黄

藁

暉

師

の
輝

法

(
上

)

,

(
四

四

)

義

を
な

さ

す

し

て
、

一
場

の
喜
劇

を

演

ぜ

し

に
過

ぎ

な

い
こ
と

に
な

る

の

で
あ

る
。

是

に
於

て

「
傳

」

は
則

ち
契

の

意

味

で
あ

つ
て
、
拮

華
微

笑

は
世

奪

と

迦
葉

と

の
心

々
黙
契

の
縁

由

を

物

語

る
も

の
に
し

て
、
實

は

殊

更

に
正
法

付

囑

の
告

示

が

無

く

て
も

何

等
差

支

は
な

い

a

で
あ

る
。

故

に
世
奪

付
囑

の
僻

は

封
他

的

に
意

義

を

有

す

る
も

の

で
あ

つ
て
、

封
内

的

に
は

全

く
無

用

の
僻

に
囑

す

る
。

此
意

味

に
於

τ

「
相

傳
」

と

云

ひ

「
傳

承
」

と

云

ふ
も

付

囑

の
表

示

と

し

て
意

味

な

す

も

の

で
あ

つ
て
、

眞

實

の
相

傳

は

心

々
獣

契

に
存

す

る
。

是

れ

一
法

の
傳

ふ

べ
き

な

し

と

云

ふ

所

以

で
あ

り
、

實

に
所

得

な

し

と

云

へ
る
所

以

で
あ

る
。

是

に
於

て
師

と

臨
濟

と

の
相

傳

に
、

「
師

一
日
僻

二黄

桀

一。

奨

問

、

什

慶

庭

去

。

師

日

、

不

是

河

南

一便

麟

淘

北

"。

黄

彙

便

打

。

師

約

住

與

昌
一
掌

需。
黄

彙

大

笑

乃

喚

昌侍

者

一、

將

貢

丈

老

師

輝

板

机

案

一來

。

師

云
侍

者

將

レ火

來

。

黄

彙

云

、

錐

昌然

如

7是

、

汝

但

將

去

、

已

後

坐

昌却

天

下
人

舌

頭

一去

在

。
」

と

あ

る
。

此

に
よ

つ
て
も

、

相

傳

が

隙

板

机

案

に
あ

ら

ざ

る

こ
と

は

謹

明

せ
ら

る

、
。

六
祀

は

「
此

衣

は

信

を

表

す

力

を

以

て
孚

ふ

べ
か

ら

す
」

と

云

つ
て

ゐ

る
。

繹

板

机
案

に

せ

よ

、

法

衣

に

せ
よ

信

の
表

示

に
過

ぎ

す

し

て
、

實

は

何

物

も

相

傳

す

べ
き

も

の
は
な

い
、

是

に
於

て
麗

の
相

傳

は

不
傳

の
傳

と
樗

呼

せ
ら

れ

て

ゐ

る

の

で
あ

る
。

若

し

相

傳

す

べ
き

も

の
あ

ら

ば

、

臨
濟

は
「
將

レ火

來
」
と

も

、
黄

奨

は

「
錐

然

如

7是
」
と

は

云
ば

な

ん
だ

で
あ

ら
う

。

八

、

根

本

法

黄
奨
灘

師

の
思
想
た
る

コ

心
L

と
は
如
何
な
意
味

の
心
で
あ
ら
う
か
。
佛
敏

の
心
理
説

に
は
諸
種

の
心
法
が
読

侶



か

れ

、

且

つ
そ
れ

に
關

す

る
所

読

は
頗

る
繁

多
な

も

の

で
あ

つ
て
、
冠
ハ妄

二
心

の
孚
論

は
古

座
佛

敏

界

を

賑

し

て
ゐ

る
議

論

で
あ

る

が

、

師

の
所

謂

コ

心
L

は

此

の
如

き

二
元

的

な

も

の

で
な

く

、

即

ち

傳

心

法

要

に

「
諸

佛

與

凹二

切

衆

生

一唯

是

一
心

更

無

昌別

法

一。
此

心
無

始

巳

來

、

不

曾

生

一、

不

曾

滅

一、
不
レ青

不

γ黄

、

無

レ形

無

レ相

、

不
レ属

二有

無

一、

不

レ計

新

奮

一、
非

レ長

非

レ短

、

非

矢

非

レ小

、

超

昌過

一
切

限

量

名

言

縦

跡

封

待

一當

禮

便

是

。

動

レ念

即

乖

。

猶

如

F虚

塞

無

レ有

邊

際

一不
渉
可

齢測

度

一。

唯

此

一
心

即

是

佛

。
」

と

云

へ
り

、

六

祀

大

師

は

、

「
心

量

廣

大

猶

虚

塞

一、

無

レ有

昌邊

畔

一。

亦

無

昌方

圓

大

小

一。

亦

非

昌青

黄

赤

白

一。

亦

無

二上

下

長

短

一。

亦

無

レ…瞑

無

レ喜

無
レ是

無
レ非

。

無
レ善

無
レ悪

。
無
レ有

昌頭

尾

一。

と
般

若

章

に
読

い

て
ゐ

る
。

若

し

之

を
歴

臭

的

に
見

れ

ば

、

黄

彙

は

此

六
祀

大
師

の
所

読

を

共

儘

踏

襲

し

て
表

現

の

字

句

を

改

め

た

に
過
ぎ

な

い

の
で
あ

る
。

更

に
之

に
よ

り

て
六
租

大
師

の
「
無

一
物
」
の
心

を
考

察

す

る
と
、

一
物

と

は
即

ち

是

非

善

悪
迷

悟

凡

聖
眞

心
妄

心
等

の
共

何

れ

の

一
物

も

な

き
意

味
な

れ

ば

、
實

は

一
切

の
相

野

を

超

越

し
、

絶

封

と

云

ふ
意

味

す

ら

越

へ
た
所

の
清

浮

心
を

云

へ
る

の

で
、

三
粗

の
所

謂

本
源

佛

た

る
天
置
ハ
の
自

性

に
外

な

ら

ぬ

の

で
あ

る
。

是

れ

共

に
否

定

の
語

を

連
用

し

て
表

現

せ
る
所

以

で
あ

る
。

此

の
如

き
絶

封

的

な

清

漂

心

は
兎
角

に
抽

象

的
概

念

に
堕

す

る
弊

あ

る
を

以

て
、
「
當

膿

便

是
」
と
共

心

の
所

在

を

明

示

し

た

の

で
あ

る
。

且

叉
動

念

の
場

合

は

直

に
二
元

に
堕

し
憎

愛

棟
揮

の
情

生

す

る
ゆ

え
「
即

乖
」
と

注
意

し

九

の

で
あ

る
。

或

は

一
心
生

ぜ

さ
れ

は
萬

法
総

て

黄

漿

輝
師

の
輝

法
(
上

)

(
四

五
)
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黄

葉

暉
師

の
膵
法

(
上

)

(
四

六
)

如

な

り

と

も

云

び

、

叉

は
逆

に

一
念

不
生

な

れ

ば

佛

性

現

前

す

と

も

云

つ

て

ゐ

る
。

是

れ

も

と

三
粗

の
語

を

以

て
説

明

し

た

る

に
過

ぎ

な

い
。

そ

れ

で
師

は

「
此

心

漂

明

な

る

こ
と

猶

虚

塞

の

一
鮎

の
相

貌

あ

る

こ
と

な

し
」

と

確

定

的

に
表

現

し

て
、

絶

封

的

な

置
ハ實

心

な

る

も

と

を

明

に
し

て

ゐ

る
。

更

に

「
如

下大

日

輪

照

昌四

天

下

一、

日

昇

之

時

明

偏

昌天

下

一、

虚

塞

不

曾

明

'、

日

没

之

時

暗

偏

昌天

下

轍、
虚

塞

不

中曾

暗

轟。

明

暗

之

境

自
凌

奪

、

虚

塞

之

性

廓

然

不

攣

」

と

説

け

る
が

、

實

に
虚

塞

自

鰹

に

は

明

暗

は
な

い
。
「
廓

然

不
攣

」
こ

そ
虚

塞

の
燈

性

で
あ

り

、

本
質

で
あ

つ
て
封

立

的

な

爽
雑

な

も

の

で
は

な

い
。

此

意

味

に
於

て
、

「
爲

鵠衆

生

一時

此

心

不
レ減

、

爲

昌諸

佛

一時

此

心

不
レ添
」

と

、

所

在

の
如

何

に
か

、
は

ら

す

不
増

不
減

あ

り

、

不
明

不
暗

で

あ

つ

て
、

眞

實

に

濁

自

的

な

絶

封

性

で
あ

る

か

,

ら

、

眞

の
眞

た

る
も

の

た

る
は

云

ふ
ま

で
も

な

い
。

而

し

て
共

充

足

性

、

卒

等

性

に
就

て

「
六

度

萬

行

河

沙

功

徳

本

自

具

足

、

不
レ假

二修

添

一」

と

云

び

、

「
本
源
清

浮

心
、
與
昌衆
生

諸
佛

世
界

山
河

哨、

有
相
無

相

十
方
界

一
切
李

等
無
昌彼
我

相

」

と

云

ふ
。
然

れ
ば
則
ち

コ

心
L

は
自

己
充

足
な
絶

封
性

で
あ

つ
て
、
何

物

か

に
還

元

せ
ざ

れ

ば
徳

能

を
登

現

し
得

ざ

る
底

の
も

の

で
な

く

、

同

時

に
彼

我

の
相

を

絶

し

て
、

生

佛

は

勿

論

、

山
河

大

地

に

至

る
ま

で
虚

通

た

る

準

等

性

妬



で
あ

る
。

是

れ

「
盧

通

寂

静

、

明

妙
安

樂

而

己
」

と

断
案

を

下

し

た

者

で
あ

ら

う

。

さ
れ

ば
師

の
所

謂
「
一
心
」
と

は

総

て
を

越

へ
て
何

も

の

に
も

依
慧

せ
ざ

る
猫

自

的

實

在

で
あ

つ
て
、

而

も

そ

れ

は
普

遍

的

平

等

性

で
あ

り

、

充

足
性

で
あ

つ
て
、

第
二

義

的

置
ハ法

で
あ

る
Q

九

、
師

の
教

學

に
劃

す

る

見

地

黄

葉
灘

師

時

代

は

、
他

面

教
宗

の
盛

な

る
時

代

で
あ

つ
て
、

天
台

華

嚴
共

他

の
學

匠
輩

出

し
.て
、

其

所

信

の
経

典

の
地

位

、
眞

理

の
優

劣

、
成

佛

の
可
否

等

の
諸

問

題

に
就

て
論

璽

し

、

佛

敏

哲
學

の
果
實

を

結

ば

し

め

た
時

代

で
あ

る
が

、
師

は

此
等

の
敏

學

に
封

し

て
如

何

な

見

解

を
懐

き
、

如

何

な

る
態

度

を

以

て
臨

ん

だ

で
あ

ら

う

か

、
勿

論
輝

の
此
等

に
封

す

る
見

解

及

び
態

度

は
、
己

に
從

上

の
祀

師

に
よ

り

て
表

明

せ
ら

る

、
如

く
、
師

に
於

て
も

そ

れ

に
反
す

る
見

解

及

び
態

度

を

取

る

べ
き

理
由

は
更

に
な

い

の

で
、

同

一
歩

調

を

以

て
そ

れ

に
向

ひ

し

こ
と

は
今

更

改

め

て
槍

討

す

る
必
要

を
認

め

ぬ

の

で
あ

る
。

然

ら
ば

從

上

の
祀
師

は
如

何
な

る
見
解

及
び

態

度

を

取

り

し

か
と

云

ふ

に
、

そ

れ

は
、

経

敏

は
則

ち
魚

兎

の
笙

蹄

な

り

と

言

ふ

一
語

に
盤

さ

れ

て
ゐ

る
。

是

れ

方

法
論

を

中

心

と

す

る
か

、

目

的
論

を

中

心
と

す

る

か

の
相

異

で
あ

つ
て
、
麗

は
幕

面

に
目

的

に
向

つ
て
肉

迫

し

て
現

身

に
成

佛

を

企
圖

す

る

の

で
、

方

法

の
巧

拙
論

に
始

絡

す

る

こ
と

を

潔

し
と

せ
す

し

て
此

の
如

き
見

解

及

び
態

度

を

取

れ

る

の

で
あ

る
。

故

に
或

る
場

合

に
は
経

敏

を

以

て

「
閑

家

具
」

と

云
ひ

、

叉
は
閑

葛

藤

と

云

ふ

の

で
あ

る
。
師

は
傳

心
法

要

に
、

「
佛

説

二

切

法

一、

爲

レ除

昌
一
切

心

一。

我

無

二

切

心

一、

何

用

二

切

法

」

黄

奨

灘

師

の
輝

法

(
上

)

(
四

七

)
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曲寅
臨桀
縄
…師
㎜
の
麗
…法

(
上

)

(
四

八

)

と

、

是

れ
高
所

よ

り
経

敏

を
鰍

下

し

て
先

づ
態

度

を

明

示

し

た

る
も

の
と
見

て
誤

り

は
な

い

で
あ

ら

う
。

佛

自

膿

は

常

に
寂

静

浬
桀

境

に
遊

履

し
給

ふ

の

で
あ

る
か

ら

、

法

寳

詮

示

の
必
要

の
あ

る

べ
き

理

由

な

く
、
唯

封
他

的

に
衆

生

に
臨

む

場
合

、
衆

生
妄

分

別

に
よ
り

、
有

相

無

相

、

衆

生

相

法
相

に
就

て
顛

倒
見

、
輪

韓

の
状

を
執

す

る
を

以

て
、

大

慈

底

よ

り

一
切

の
法

を

説

き
度

脱

せ
し

め

ん

と

せ
ら

れ

た

る

こ
と

は
多
言

を

要

せ
す

し

て
明

で
あ

る
。

さ
れ

ど
共

所

説

の
法

が

一
た
び
客

観

的

に
提

示

せ
ら

る

～
と

之
を

研

究

の
封

象

と

し

て
、
屋

上

に
屋

を
架

し
妄

見

に
妄

見

を

起

し

て
容

易

に
本

來

の
立
場

に
還

元

し
得

な

い
者

で
あ

る
。
閑

葛

藤

と

云

ふ
所

以

は
實

に
ご

、
に
存

す

る
。

元

來
経

敏

は

一
切

心
を
除

い

て
佛

の
所

説

以
前

の
心
境

に
到

達

ぜ
し

む

る

の
が

圭

旨

で
あ

る
か

ら

、

眞

實

の
眞

理

及

び
絶

封

性

は
佛
陀

の
所

説

以
前

の
内

的

心

境

に
潜

む

の

で
、
灘

は
経

教

を

そ

れ

へ
の
遷

元

の
法

し

て
見

、
佛

陀

所

見

の
眞

理
及

び
絶

封

性

は
、
佛

陀

の
心
境

及

び
其

生

活

に
就

て
見

る

べ
き

で
あ

る
と

す

る

の

で
あ

る
。

故

に
師

は

三
乗

敏

に
封

し

て

、「
三
乗

敏

綱

只

是

鷹

機

之
藥

随

宜
所

説

、

臨
レ時

施

設

各

々
不
レ同

。

但

能

了

知

、
帥

不
レ被
レ威

。

第

一
不
レ得
下於

昌
一
機

一
敏

邊

一守
レ文

作
上レ解

。

何

以

如
レ此

。

實

無

レ有

昌定

法
如

來

可
ワ説

。
」

澤

寂

な

る
佛

の

心
境

に
は

固

定

的
な

定

法

の
あ

る

べ
き

理

は

な

い
。

之

れ

無

き

が

故

に
機

に
鷹

じ

て
之

を

説

き

、

機

の
異

な

る

に

随

つ
て
敏

も

亦

異

な

り

、

所

謂

随

宜

の
所

読

で
あ

る
。

佛

自

ら

が

我

は

大

讐

王

な

り

唯

病

に
鷹

じ

て
藥

を

説

く
と

宣

せ
ら

れ

た

る
や

う

に
鷹

機

の
所

読

で
あ

る

か
ぎ

り

、

三
乗

教

は

元

よ

り

一
乗

教

と

錐

も

随

宜

の
藥

た

る
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に

は

異

は
な

い

の

で
あ

る
。

故

に
師

は

一
乗

敏

に
封

し

て
、

「
所

謂

言

冒同

是

一
精

明

、

分

爲

エ
ハ
和
合

一。

一
精

明

者

一
心

也

。

六

和
合

者

六

根

也

。

此

六
根

各
與

レ塵

合

、

眼

與

ゾ

色

合

、

耳

與

レ聲

合

、

鼻

與

レ香

合

、

舌

與

レ味

合

、

身

與

レ鯛

合

、

中

間

生

エ
ハ
識

"爲

圃十

八

界

一。

若

了
冒十

八

界

無

所

有

一、

束

昌六

和

合

爲

二
一
精

明

一。

一
精

明

帥

心

也

。

學

道

人
皆

知

レ此

、

但

不
能

レ冤

レ作

二

精

明

六

和

合

解

。

途

被

二
法

縛

一不

レ契

鵬本

心

一。

如

來

現

世

欲

レ説

昌
一
乗

置
ハ
法

一、

則

衆

生

不

レ
信

興

レ諺

没

呂苦

海

一。

若

都

不

レ
説

則

堕

昌樫

貧

一。

不

下

爲

鵠衆

生

一縛

捨

甲妙

道

上、
途

設

=方

便

一説

レ有

昌
三

桑

一Q

乗

有

昌大

小

一、

得

有

二淺

深

一、
皆

非

本

法

一。

故

云

脆

有

「二

乗

這

一、

絵

二
非

レ置
ハ
Q

然

終

未

レ能

レ顯

}
一
心

法

"。

故

召

迦

葉

嚇同

}怯

座

」、

別

付

二

心

離

言

説

法

一、

此

一
枝

法

令

該別

行

"。
若

能

契

悟

者

、

便

到

佛

地

一臭

L

と

読

け

う

、

法

は

元

來

眞

非

眞

、

一
乗

三
乗

と

云

ふ
如

く

債

値

的

に
批

判

せ
ら

る

べ
き

も

の

に
あ

ら

す

し

て
、
遙

に

言

読

を

離

却

し

た

る
猫

自

的

存

在

で
あ

る
。

故

に

一
乗

の
置
ハ法

と

錐

も

言

説

に
依

る
も

の
は

、

所

謂

依

存

の
法

で
あ

つ
て
、

假

令

絵

二
を
除

く

と

云

ふ
も

術

ほ
客

観

に
封

し

て

の
所

説

な

れ

ば

眞

實

の
濁

自

的

法

で

は
な

い
。

是

れ

一
枝

法

を

別

に
行

じ

て
付

法

し

た

る
所

以

で
あ

る
。

且

つ

「
乗

の
眞

法

も

窮

極

原

理

と

し

て
固

着

す

る
と

き

は

そ

れ

の
爲

に
拘

束

せ
ら

れ

て
、

虚

室
性

自

由

性

を

失

し

て
法

見

に
堕

し

、

解

脱

を

得

ざ

る

こ

と

・
な

る

。

の

み
な

ら

す

一
乗

と

云

ひ

三
乗

と

云

ふ
も

比
較

上

の
問

題

な

れ

ば

、
麗

は

論

理

を

越

へ
比
較

を

絶

し

た

る
世

界

に
立

ち

て

一
心

法

を

提

唱

し

、

且

つ
之

を

獲

得

せ
し
む

る

の

で
あ

る
。

敏

外

別
傳

と

云

ふ
意

義

も
實

に

ご

～
に
存

す

る
。
師

は

更

に
學

人

の
謬

黄
漿

輝

師

の
輝

法
(
上

)

(
四

九

)
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黄
葉

暉
師

の
暉

法

(
上

)

(
五
〇

)

見
を
指
摘
し

て

「
今

時

人

、

只

欲

レ得

多

知

多
解

一、

廣

永

麦

義

一、

喚

作

修

行

一。

不
レ知
ヨ多

知

多

解

翻

成

昌垂

塞

。

唯

知
下多

輿

克

麻

乳

一喫

轟、

清

與

昌不

清

一総

不

レ知

。

三

乗

學

道

人

皆

是

此

檬

、

鑑

名

昌食

不

清

者

一。

所

謂

知

解

不
レ消

、

皆

爲

昌毒

藥

一。
鑑

向

二生

滅

レ中

取

」

と

、
「
三
乗

學

道

人
」
と

は

敏

學

者

一
般

を

云

ひ

、
「
鑑

く
生

滅

の
中

向

つ
て
取

る
」
と

は

、

一
乗

法

、

眞

法

、

中

道

實

相

、

第

一
義

と

云

ふ
も

悉

く
皆

自

己

の
生

滅

の
妄

念

に
よ

つ

て
看

取

し

た

る

に
よ

つ
て

、

悉

く
皆

妄

法

と

な

り

て
眞

法

と

は

な

り

得

な

い
と

の
意

味

で
あ

つ
て
、

浮

法
却

て
繊

法

と

な

る

と

の
意

味

に
外

な

ら

ぬ
。

殊

に
多

知

多

解

は
論

理
遊

戯

に
絡

る

か

、

諸

見

の
窟

棄

に
堕

す

る

か

、

此

二
を

出

で
な

い

の

で
、

大

道

の
垂

塞

と

な

り

て
大

道

の
實

践

に

封

し

て
は
有

害

で
あ

る
と

の
意

味

で
あ

る
。

「
見

聞

畳

知

並

是

境

上

作

レ解

、

暫

爲

中̀

下

根

人

一説

即

得

。

若

欲

親

讃

一、

不
レ可
レ作

如̀

レ此

見

解

。

講

是

境

」

と

、

況

ん

や

見

聞

に
よ

る

の
知
畳

は
迷

悟

の
境

の
み
を

知
畳

し

て
、

そ
れ

以
前

の
境
を

知
畳

す

る

こ
と

は

不
可

能

で

あ

る
と

、

そ

れ

故

に
若

し
迷

悟

以
前

の
境

を

親

謹

せ
ん

と

す

る
人

に
は
迷

悟

の
解

は
容

さ

れ
な

い
と

、
頗

る
高

塵

よ

り
轄

迷

開

悟

の
法

を

中

下
根

の

人

の
み

に
限

る
者

と

し

て
読

か
れ

て
ゐ

る
。

故

に
師

の
見

解

は
飽

ま

で
絶

封

の

一
心

法

に
立
脚

し

て
、

一
乗

三
乗

共

に
方
便

道

に
過
ぎ

ぬ
と

云

ふ
鮎

に
存

す

る

の

で
あ

る
。

次

に
「
帥

」
に
就

て
師

の
見
解

を

見

る
と
、
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「
.即

者

是

何

道

理

。

師

云

、

覚

昌什

塑

道

理

一、

縫

有

昌道

理

一帥

心
異

。

云

、

前

言

昌無

始

已

來

不
ツ異

二今

日

}此

理

如

何

。

師

云

、

只

爲

レ覚

故

汝

自

異

レ他

、

汝

若

不
レ覚

何

庭

有

レ異

。

云

既

是

不
レ異

、
何

更

用

レ説
レ帥

。

師

云

、

汝

若

不
レ認

二凡

聖

}、

阿

誰

向
レ汝

道
レ即

。

即

若

不
レ帥

、

心

亦

不
レ心

。

可
中

心

帥

倶

志

、

阿

彌

更

擬
雫向

昌何

腱

一寛

去
し

と

、

佛

敏

々
理

に

於

け

る
「
帥

」
は

極

め
微

妙

な

作

用

を

有

し

、

帥

ち

こ
物

統

合

の
關

振

子

で

あ

つ

て

、

其

統

合

を

な

す

場

合

に
は

必

す

使

用

せ
ら

る
。

故

に
統

合

の
關

係

に
最

も

重

要

な

役

目

を

な

す

も

の

で
あ

る

。

そ

れ

故

に
、

「
不

レ認

昌凡

聖

一阿

誰

向
レ汝

道

レ即

」
と

云

へ
り

。

さ

れ

ど
「
帥

」
に

は
帥

自

ら

の
「
・即
」
と

、

不

帥

に
封

す

る

「
即
」

と

が

あ

り

て

、

立

場

に

よ

り

て
意

味

を

異

に
す

る
。

故

に
「
即

若

不
レ帥

」
と

絶

封

の

立
場

の
.即

な

ら

ば

「
心

亦

不

心
」
と

、

絶

封

の

心

で
あ

る

か

ら

共

に
相

封

上

に
於

け

帥

と

心

と

で

は

な

い
、

帥

が

心

で
あ

り

、

心

が

帥

で
あ

る
道

破

し

て

ゐ

る
。

故

に
煩

拶

帥

菩

提

、

生

死

即

浬

繋

、

凡
帥

聖

と

云

ふ
如

き

即

は

、
師

の
所

謂

一
心
法

に
於

け
「
即

」
に
あ

ら

す

し

て
、

即

ち

方

便

道

に

於

け

る
「
.即
」
で
あ

る

と

説

で
居

る
。

以

て
其

見

解

の
尋

常

の
教

學

者

の
見

解

に
あ

ら

ざ

る

こ
と

を

知

り

得

る

の

で

あ

る
。

次

に
敏

學

者

に
勧

告

し

て
、

「
禰

但

離

却

有

無

諸

法

一、

心

如

下
日
輪

常

在

昌虚

塞

剛光

明

自

然

不

レ照

而

照

墨、

不
昌是

省

力

底

事

儲、

到

昌
此

時

一無

昌棲

泊

腱

一。

即

是

行

昌諸

佛

路

'。

便

是

慮

無

所

住

而

生

其

心

、

此

是

清

澤

法

身

、

名

爲

昌阿

褥

菩

提

一、

若

不

レ會

瓦

意

一、

縦

彌

學

畠得

多

智

」、

勤

苦

修

行

、

草

衣

木

食

。

不

レ識

昌自

心

一、

鑑

名

二邪

行

一、

定

作

昌天

魔

春

厨

一。

如

レ
此

修

行

當

復

何

盆

。

備

學

り得

三
賢

四

果

十

地

満

心

噌、
也

只

是

在

昌凡

聖

内

}坐

。

不
レ見

レ道

、

諸

行

無

常

、

是

生

滅

法

、

勢

蕾
〔辟
蓋
騨
師

の
騨

法

(
上

)

(
五

輔
)
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黄
葉

輝

師

の
"陣
法

(
上

)

(
五

二
)

力

審

箭

還

墜

、

招

得

來

生

不
如

意

一。

璽
似

盤

州爲

實

相

門

一。

と

、

凡

聖

内

に
在

つ
て
學

ふ

ご
と

は

悉

く
無

常

の
諸

行

で
あ

つ
て
、

十

地

の
満

心

と

錐

も

生

滅

因

果

の
法

を

出

で
ざ

る
故

置
ハ
の
解

脱

者

、

絶

封

者

に
あ

ら

す

、

多

智

多

解

を
遠

離

し

自

心
を
識

得

し

て
始

め

て
棲

泊

の
庭

な

き

無

擬

の
境

に
は

達

す

る

の

で
あ

る
。

是

を

諸

佛

の
路

を

行

く

と

も

云

へ
ば

、

阿

褥

菩

提

と

も

云

ふ

の

で
あ

る
と

云

へ
る

の

で
あ

る
。

と

以

上

に
於

て
師

の
教

學

者

に
封

す

る
見

解

を

略

知

り

得

た

の

で
次

に
、
教

義

に
封

す

る

見
解

の

一
端

を

窺

ひ
、

更

に
.即

心
溜即
佛

の
意

義

を

明

瞭

に

せ
ん

と

思

ふ

の

で
あ

る
。

(
未

完

)
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